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　　　　　　　　　　緒　　　論
　前報1），で加藤2）が提唱した本症のacetylcholine〔Ach）
療法の基礎的裏付を行う目的の下に吾々は歯槽膿漏症にお
ける歯肉組織のcholinesterase（ChE）活性値を測定し罹患
組織と健康組織を比較し，その病状進行過程においてChE
活性値に一定の関係が成立することを報皆しあわせでAch
療法の有意性を強調した。
　本論文では引続ぎこのAch療法の酵素学的，実験的裏付
を行わんとした。
　実験はin　vivo，　in　vitroにおける本症歯肉ChE活性値
に対するAch前処置の影響，　ChE特異性の鑑別，及びこの
実験において示された阻害機溝を比較検討するため特異的，
ChEとして人赤血球，非特異的ChEとして人血清をも用
い同様にAch前処置，及びAchの水解産物たるcholine
の影響を観察した。
　　　　　　　　　実写方法
1）Ach前虚置のChE活性値に対する影響
　A）in　vivoにおける実験
　1）Acb前処置の方法：
　Ach液の調製は操作前にその都度調製し100　mg／ccと
200mg／ccの2種濃度のAchを使用した。
　その方法は歯肉切除手術申麻酔後H．K：aplan3），の出血
点描記用簾台にて切開点を決定後tuberculine用注射器に
て歯肉切除範囲V＝　O．5ccのAch液を注意深く注射し前処
置を行う。
　歯肉切除の術式は前報1）に準ず。
　2）酵素液作製法＝
　酵素液作製法及び抽出方法は前報1）に従う。
　対照として同じ患者のAch前処置を行わない部分の組
織を用い別に酵素液を作製した。
　3）測定操作＝
　回報1）と同じ，但し24．時間後の組織内に残溜せるAch
量を同時に測定し対照とした。
　B）in　vitroにおける実験
　酵豪液濃度及び酵素抽出方法は前報1）に準じた。
　1）Ach前処置の方法＝
1）尾1崎：札幌医誌5，390（昭29）．
2）加藤：口腔病学会雑誌13，1（昭14）．
3）　Kaplan，　H．　：　Oral　Surg．　Oral　Med．　＆　Oral　Path．
　4，　546　（1951）．
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　前以って0．05M，0．1　M，0．2MのAch液を作製し酵素液
　2ccに各濃度のAch液0．03　cc（1滴〉を加え．　Ach濃度0．15
mg／cc，　o．3　mg／cc，0．6　mg／ccにして前処置を行い24時間
氷室内に放置す。
　　2）測定操作：
　in　vivoの操作に準じ呈色反応を行う。この際Achと同
量の蒸溜永を加えた対照を同条件下で同時に行った。
　以下Ach分解量をもつて実験成績とした。
II）ChE特異性の鑑別
　　1）測定方法：
　測定方法は前年1）に従いtrypsinの阻害作用を応用し特
異性の鑑別を行った。
　　2）酵素液作製方法及びtrypsin濃度芸
　本症組織磨詠唱。．29／ccの割で蒸溜水を加え24時間氷
室内にて抽出す。
　七rypsinは局方パンクレアチンを用い10　mg／ccの蒸溜
：水々溶液をその都度実験操作前に作製し用いた。
　　3）測tL操作：
　検液：
　酉孝素液1cc十七rypsill　l　cc十緩衝液（pH　8．2）1cc
　対　照：
　酵素液1cc十蒸溜水1cc十緩衝液（pH　8．2）1cc
　　　　　　　　　・
　　　　　38℃，30分温浴後0℃に冷却
　　　　　　　　　・
　　　上言己混液3cc＋Acb（0．02　M）1ec
　　　　　　　　　，
　　　　　38℃，30分温浴後，星色反応
　　　　　　　　　，
　　　　　　　比　色
　この際温浴操作によるChE活性値の変動及び組織自，身
の呈色程度を知るためにtrypsinで処置せる上記混液3cc．
にAch液の代りに蒸溜永1ccを加えて同条件下で呈色反
，応を行い対照とした。
111）血清　ChEに対するAch　preincubationの影響
　前記の実験に平行して非特異的ChEとして知られてい
る人血清ChEに対する影響を実験した。
　実施法は宮崎5），安斎6）に従い，Achの最終基質濃度を
玉井7）に従い0．025　Mとした。
　Ach　preincubationの方法は蒸溜水をもつて4倍稀釈
せる血清1ccに0．1　M　Ach　O．03　cc，0．06　cc，0．09　ccを加
え，24時聞氷室内に放置した。実施にあたって，前記の
preincubationした血清を用い以下の順序を踏んだ。
preincUba七ionせる血清1cc←Ach　l　cc十緩衝液2cc
　　　I　　　　　　　　　　　　　　［
　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　38℃　温浴60分
　　　　　　　　　　　　！・の・ccを採・
　　　　　　　　　Acb呈色反応
　　　　　　　　　　　比　色
　比色にあたつ一一よ光電比色計（伊藤超短波製型）fi1七er
580で比色定量した。なお実験に使用せる血清は健康成人
血清で対照としてAch　preincuba七ionしない血清に被検
液の量を同じ条件にするため，蒸溜水で補正したもの及び
、Ach　blankのものを同時に比較検討した。
IV）赤血球ChEに対するAch　preincubationの影饗
　実施法は人静脈血約4ccを採り直ちに脱繊維しその2cc
を採り3，000　rpm，10分間遠心分離を行い血清（上澄）を除
き，赤血球悪路をRinger液で3回洗1明後蒸溜水を加え10
ccとする（この揚合血球はhaemolysisを起して赤色透明
な液となる）。
　これをさらに蒸溜水で3倍稀釈した赤血球浮遊液1ccに
O．1　M　Ach　O．03　ec，0．06　cc，0．09　ccを加え24時間氷室内
に放置す。
　実施にあたって上記のincubationした溶液を用い血清
の場合と同様の順序を踏んだ。
V）特異的ChEに対するcholineの影響
　人赤血球ChEにAch水解産物のcbolineを少量加え
ChE活性値に与える影響を検索した。
　実施法は0．1Mcholine　chloride溶液を作製しIV）と同
様の赤血球浮遊液1ccに0．03，0．09　ccを加え1）に準じ呈
色反応を行った。但しこの場合のincuba七ionは30分とし
また実験に先立ち0．1Mcholine．chloride溶液はNaOH
にて中和して使用した。
　choline　chlorideを加えない赤血球浮遊液に嫡蒸溜水を
加え同じ条件に補正し対照とした。
実験成績
1）Ach　preincubationのChE活性値に対する影響
　1＞in　vivoの実験
　100mg／cc　Achの場合20例について実験し，結果はFig．
1に示す如く24時聞後における酵素液自体の発色は0．02
の吸光度を示し，その発色率は少なく，従って100　mg／cc
Ach　O．5　ccのpr6incuba七ionでは大部分が吸収，分解され
ac　trypsin濃度とChE阻二度との関係は，今野4）によれ
　ば家兎脳，．犬膵，肺肝で各濃度の阻害傘を実験し5
　mg／ccよりも10　mg／ccが阻害度が強く，これ以上20
　mglccにしても阻害度に変化なく，10　mg／cc濃度が
　最適としている。
　　，また作用時間については同檬の動物組．織を用い30～
　60分でChE阻害度が最高を示すことを報告した。
41今野：札幌医誌4，9（昭29）．
5）　宮山奇」：　オ：L1慶晃糸己要　2，7（口召29）．
6）安齋：札幌医誌3，154（昭27）．
7）玉井：口本生化学会誌22，32（昭25＞．
356 尾崎L一歯槽膿漏症歯肉組織のコリ9エステラーゼ ホL幌医誌　1955
．L）　O．O O．05 O．・1 0．ユ5　　EXT．
??
? 12｝．
〔3｝
一
④　　　1
?1（
）2?
）3?
）4?
Fig．　1．　The　influence　of　the　acetyleholine
　　　preincubation　（100　mg／cc，　O．5　ec）一〇n
　　　　　cholinesterase　a¢tivit．y　in　vivo．
Residual　acetyleholine　in　the　enzyme　solution
after　24　hours．　・　・
Cholinestera＄e　activity，　without　aeetylcholine．
　preincubation．
Cholinesterase　aetivit：　with　inaetivation　％　，
　（hatching）　by　acetylcholine　preincubatjon．
Cholinesterase　activity　of　normal　gingiva．
て酵．素液中にAchは殆ど残溜しなかった。
　吹レこAchでpreincubationせぬ対照組織のChE活性値
は0．15，Achでpreincubationした場合はO．07であるか
ら百分率では本組織ChEの47％．となり活性度は低下L，【
53％非活性化された。
　200　mg／cc　Achの場合は8例について実験し成綬はFig．
2に示す如く，酵素液自、体の発色はQ．06の吸光度を示し酵
素液自体前者．に比してかなりA：chの残溜を認めた。
　対照組織の活性値は0．16，Achでpreineubationした
場合は0．01であるから百分率では．ChE活性．値の6％を宗
．す。従って94％の非活性化をみた。
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Fig．2．　The　influence　of　aeetyleholine
　　preincubation　（200　mg／ee，　O．5　ee）　on
　　　　cholinesterase　activity　in　vivo．
Residual　acetyleholine　in　the　enz．yme　solution
after　24　hours．
Cholinesterase　activity　without　aeetyleholine
preineubation．
Cholinesterase　aetivity　with　inactivation　％
（hatching）　by　aeetyleholine　preincubation．
Cholinesterase　activity　of　normal　gingiva．
2）in　vi七roの実験
L
　　　　Fig．3に．示す如く，　preincubaちionしない対照組織の
　　ChE活．性値の平均は0．14，これに対しAch　O．05　M，　O．工M，
　　0．2Mの各preincuba七ionを行った場合はそれぞれO．1，
‘0．05，0．02の活性度．を示し，菅分率では29％，64％，86％
　　の非活性化を見た。
　　　　また24時聞放置後の組織液中に残溜するAchの吸光度
　　は0．02，0．04，0．07となった。
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Fig。3。　The　influence　of　the　acetylcholine　　’
　　　　preincuba七ion　on　cholihesterase
　　　　　　　　　　activity　ln　vltro．
　　　ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
Residual　acetylcholine　i夏the　enzyme　solution
　after　24　h．ours．
Cholinesterase　activity　of　without　ace七ylcho－
　1ine　pτeincubatjon．
Cholinesterase　ac七ivity　with　inactivation％
　（hatch互ng〕by　acetylcholine　preincubation〔0・05
M，0．03cc）。
The　same，　acetylcholine　preincuba七ion（0．1　M，
0．03cc）・
The　same，　acetylcholine　preincubation〔0．2　M，
　0．03cc）．
II）特異性
　　　　本症継織15例についてChEの特異性を実験した。成績
　　はFig，4に．示す如くtrypsin．と酵素自体の吸光度は平均
　　o．02となり10mg／cc　trypsin濃度では稀釈されるので発
　　色率は低い。
　　　　対照のChE活性値は0．12，　trypsin　preincubationを
?
　　行った場合は0．02となる。これを百分率で示すとtrypsin
　　処理した場合活性度が対照の17％．を示し83％が非活性化
　　されたことになる。
　　　　　　　　O．O　　　　　　　　O．05　　　　　　　　0．1　　　　　　　　0ユ5　EXT．
Fig．4．　Discriminat．ion　of　the　cholinesterase－
　　　　　speeif city　with　trypsin　treatrrient．
（1）　Cholinesterase　activity．
（2）　Cholinesterase　aetivity　with　inaCtivation　％
　　　（hatching）　by　trypsin　treatment．
III）血清ChEに対するAch　preincubatio亀の影響
　Fig．5に示す如くAch　preinβuわatiQn．は血清ChEに対
しては影響なく歯肉組織のin　vivo，　in　vitroにおいて見ら
れた如ぎ非活性化．は見られなかった。
　　しかし24時聞放置後酵素液自体の発色は0．02，0．04，
0．07を示しAch残溜を認めた。
IV）赤血球ChEに対するAch　preincubationの影響
　　Fig．6に示す如く対照．のChE活性値は．吸光度で。．15，こ
れに対し0．1MAch　O。03　cc，0．06　cc，0．09　ccでpreincu－
bationを行った場合の吸光度は0．14，0．11，0．08となり，
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Fig．　5．　The　influenee　of　acetylcholine　preincu－
　　bation　on　pseudo－cholinesterase　（serum）．
（1）　Residual　acetyleholine　in　enzyme　solution
　　after　24　hours．　’
（2）　Cholinesterase　aetivity．
（3）　Cholinesterase　ac七ivity　by　ace七ylcholine　pre噂
　　incubation　（O．1M，　O，03　ce）．
（4）　The　same，　acetyleholine　preineubation　（O．1M，
　　O．06　ce）．
（5）　The’same，　acetylcholine　preincubation　（O．IM，
　　O．09　cc）．
o．u e．os O．1 O．15　EXT．
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Fig．　6．　The　influence　of　the　aeetylcholine　prein－
　cubation　on　true－eholinesterase　（blood　reds）．
（1）　Cholinesterase　activity．
（2）Cholinesterase　activity　with　inaG七ivation％
　　（hatehing）　by　aeetyZcholine　preincubation　（e．1
　　M，　O．03　cc）．
（3）　The　same，　acetylcholine　preincubation　（O．1　M，
　　O．06　cc）．
（4）　The　＄ame，　aeetylcholine　preineubation　（O．1　M，
　　O．09　cc）．
　Lt　O・．05　O．1　O．15　EXT．
　　Fig．　7．　The　influence　of　the　choline　on
　　　　true－cholinesterase　（blood　reds）．
（1）　Cholinesterase　activity．
（2）　Cholinesterase　activity　with　inaetivation　％
　　（hatehing）　by　eholine　treatment　（O．1M，　O．03　ec）．　’
（3）　The　same，　acetylchQline　preineubation　（O．1　M，
　　O．09　cc）．
Achの量に比例して非活性化を認め百分率では7％，27％，
47％の抑制を示した。
V）特異的ChE　l二対するcholine　chlorideの影饗
　Fig．7に示す如くcholine　chlorideで処置しない対照の
ChE活性値は吸光度でO．15，これに対し，0．1　M　choline
chloride　O．03　cc，0．09　cc加えた場合は0．13，0．1となり活
性値は低くなり百分率で前者は13％，後者は33％の抑制
率を示した。
考
?
1）Ach preincubationによる影響
　実験成和の示す如くin　vivoにおいてAchを注射で
preihcubationし酵素保存過程における影響を見ると，本
組綴酵素のChE活性度を著明に抑制することを認めた。
　この抑制はpreincubationに使用したAch量と密接な
関係がありAch量の多いほど阻害度も強く現われている。
　そこでin　vivOにおいて見られた阻害作用が果してin
vi七roにおいても起きるかを確かめるためにin　vitroにお
いてあらかじめ抽出された酵素液に少量のAchを3毅階
に分けて0℃，1昼夜preincubationししかる後馬酵素の
活性値を測定した。
　その成績はFig．3に示す如くin　vivoの実験と同様に阻
害作用を認め，作用の程度はpreincubationしたAchの
量及び組織液に残溜しているAchの発色度に比例して現
われた。
　この成緩はin　vivO・の実験で現われた阻害作用を裏付け
るものと考えて良かろう。
　しかしFig．2，　Fig．3の両成績で示す如く同程度の阻害
率を示す場合でもpreincubationに使用した両者のAch
量にかなりの差を認める。
　　　　　　　　　　げ　即ちin　vitroにおいては86％の阻害作用を起すのに
0．6mg／ccのAchで充分であるがin　vivoにおいては数十
倍のAch量を必要とする。
　如何なる理由でか様な差があるかを考えるならば，in
vivoの実験において注射されたAchが全部組織液中に止
るとは老えられず循環器系統による吸収及びRinger液中
での洗灘，脱水操作の際に相当量のAchが遊失するもの
と考えられる。従って組織液に残溜しているAch量からみ
てもin　vivoでのpreincubationに使用した：量か絶対量
でなくin　 i r でpreincubationに使用した程度の少：量：
のAchが残溜してこの阻害作用を発現したものであろう。
II｝Ach　preincubationのChE阻害機構
　a）特異性
　成績によればFig．4に示される如く本歯肉組織ChEは
trypsin作用により83％の非活性化を示した。
　従．M　ChEが特異な単一な酵素であるか否かについては
多くの関心が持たれてきたがGlicks），　Mendel，　Mundel＆
8）Glick，　D．：工BioL　Chem．125，729－739（1938）．；130，
　527－534　（1939）．；　137，　357－362　（1941）．
Gliek，　D．：　Ann．　Rev．　Bioehem．　2，　62（1941）．
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Rudney9），　Nachmanshonio），長谷11），今野4）等多くの人々
により現在2つの型のChEがあるとされておりAchの代
謝に対しても特異性で作用機構が異なるといわる。また特
異性の決定にはOrd，＆Thompsoni2），玉井7）によれば2種
の基質濃度で非活性度を見るのが妥当とされているが，著
者は今野4）に従いtrypsinの阻害作用を用いて実験を行
った。
　trypsinのChEに対する阻害作用については，　Ord，＆
Tbompsoni2），が脳の特異性ChE分離を行い同時に脳の
ChE活性度を全く消失させることを認め，さらに今野りは
Mende1等9♪，により主張されている特異的，非特異的ChE
の代表組織を選定し七rypsin作用を検討し特異的ChEに
のみ特有な作用を有し阻害作用を発現することを報告して
おり，その作用機構は酵素蛋白の消化分解作用）t基くもの
としている。
　これらの事実より，本実験成績で非活性化された83％の
部分は特異的ChEに該当しtrypsin作用を受けない残余
の17％の部分を非特異的ChEと考える。
　このよう・に同一組織に2種の性質のChEが存在すると
いうことは実際に今野4、が種々の組織について蟹…験し組織
ChEの統てが劃然と特異的，非特異的ChEの2つの性質
に分けられるものではなく両者混在しこれらのChEが配
分されている場含を認めている。
　b）阻害機構
　ここにおいてしからぼ本組織ChEに対するAch　prein－
cubationの阻害作用は如何なる機構により行われるもの
であろうか。
　それについて阻害機構の誘因として考えられることは，
i）pHの変化，　ii）分解産物による酵素の変性，　iii）基質過多
による阻害の3つの場合を挙げることが出来る。
　i）pHの変化
　沖中・3），Alles＆Hawesi4、，は特異的ChEと非特異的
ChEはpHの変化によって異った活性度を示し特異的
ChEの至適pHについては沖中13）は7．4とし，玉井7）は入
赤血球ChEは7．2～7．4，大江IJ）は犬心臓ChEで7．4～8．0
としている。
　本実験のin　vivoに使用した100　mg／cc及び200　mg／cc
のAch溶液自体pH　4．8～5．0を有しておりかなり酸性なた
めに注射したAchが相当量吸収分解されたとしても組織
液が酸性塩に傾くことは否定出来ないが実験操作中pH
7．4の燐酸緩衝液を用い38℃，60分温浴後のpHは7．3・W　7．4
で殆ど変化を示さなかった。
　さらにin　Vitroの実験において少量：のA．chでFig．3に
示す如き阻害作用が現われるにも拘らずpHの点ではAch
をincubationした前と後では変化ない（pH　7．4）。
　沖中13），玉井7）によれば特異的ChEの場合アルカリ性に
傾く場合は急速に活性度が減退するが酸性に傾く場合の低
下はこれに反し緩やかであると述べており，本実験の場合
Ach　preincuba七ionによる大ぎなpH変化は無いし，また
これにより急激な阻害作用を起すとは考えられない。
　またFig．5でも明かな如く血清ではかかる阻害の現わ
れないこともpHの変化により起るものではないことを物
語る。
　ii）Achの加水分解産物による阻害
　酵素が基質の分解をcataIyseする時にその分解結果生
ずる反応産物が蓄積すると同時にその酵素のcatalytic
activityが抑制されることが種々の酵素に見られている。
　即ちadenosintriphosphateの分解酵i素たるmyosin
ATP－aseはその分解産物なるadenosindiphosphateによ
つて抑制されることがKalckari　6），によって認められてい
る。
　またWeber　et　al17）によって見られたATP－aseの
Eigenbemmungの機購，　Lardy　et　ali8）によってadenosin－
triphosphate－e－transpheraseのactivityは同様adeno－
sindiphosphateによって抑制されるという事実もかかる
可能性を示唆するものであろう。
　実際にFig，7の実験成経に示した如くChE活性値が，
Achの水解産物たるcholineにより抑・制されしかもcho－
1ineの量が多ければ抑・制も強く現われる。
　上記のmyosin　ATP・aseとadenosindiphosphateの関
係及びChEとcholineのζれらの酵素学的諸事実から分
解産物が酵素作用を抑制するということが一層明確となっ
た。
　iij）基質過多による阻害
　一般に特異的ChEはAchの過剰でその活性度が抑制さ
れるが非特異的ChEではこのような現象が見られないこ
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とをKoelle＆Gillmanig・　）が報告している。
　即ち特異eg　ChEのかかる抑制が現われるのは，その作
用基が基質と2箇所において作用しChEをE，基質をS
で表わせばE＝Sなる複合体を作り基質を加永分解する。
しかる礒質が過靴砺餌E・§なる不瀧体を
生ずる結果活性値が抑制される。
　一方非特異的ChEではその作用基と基質の関係は一元
的であるため基質の過剰に対しても一方的な分解が起るの
であろうと説明されている。実験成績Fig：．6では特異的
ChEの血球に対してそれぞれAch　preincubationの量に
従い抑制が現われた。
　事実玉井7）は人血球ChEはO．025　M　Achがoptimal
concentra七ionであることを認めこれ以上或いは以下の濃
度でもその活性値は減少することを報告している。
　これに反して非特異的ChEについては玉井7），大江15），
Nachmanshonio）及びAIIes＆Eawes等H）によればいず
れもAch　O．OIM以上では凡て最大のactivityを得ている。
　醗って本組織ChEが既述の如く大部分が特異的ChEで
ありこの条件における基質濃度は0．005MAchであること
からしても前記Achのpτeincubationによる著明な阻害
を弐の如く理解出来るであろう。
　1）preincubationした結果残溜せるAchが第2回の
incubation時の基質濃度に加算されたため，基質濃度が
over－optimalとなった。
　2）preillcubationによって産生された分解産物が前記
の理由により基質と同様の仇きをしたのでas　2回のincu－
bation時の基質濃度が大きくずれover・optimalの効果が
著明となった。
　分解産物の阻害はAchと全く同一ではないと考えられ
るので量的な表現は不可能であるが前述のin　vitroの如
くO．2　MAehでpreincubationした時には酵素液中の
Ach濃度は。．oo32　Mになるからこれが第2回目のincu－
bationにそのまま加算されるとすれば。．Oo5　M＋o．oo32　M
＝O．0082　Mとなり明かな≡基質導燈Uとなる。
　要するに本実験で見られたAch　preincubationによる
ChEの阻害はその結果産生された反応産物を含めて基質
の過剰による阻害と見倣される。従ってpreincubationの
Ach量の大るほどそれによる阻害もまた大となって現わ
れたものであろう，1血球で阻害が見られ，血清で阻害が見
ちれなかったのもかかる点から理解出来る。
III）Ach療法の可能性
　加藤2）が本症の注射療法に用いたAchの量は本実験の
100mg／¢c　Ach　o．5　ccに相当し本疾患時にi数倍の…異常活
性値を示すChE活性値を正常値近くまで持ち来らせる作
用を有することは少なくともChEの面からは適当な治療
法であろうと考えられる6
　これ以外にAchは有利な薬理的作用を持っており，田
中20）は歯肉にAch注射した場合正常組織より酸素消費量
が増加すると述べている。
　これらの点を総合するとAch注射療法は本疾患に対し
て大いに可能性があると考えられる。
　しかしながら歯槽膿漏の本態はなお不明な点が多く単に
ChEのみならず今川L’1），永井22），古谷23）により一Arw的な代
謝過程の異常も考えられ，局所においてもPi｛口L’4），佐藤25），
PtL’6），により同様なことが報告されているので今後この方
面との密接な連携の下に研究を発展させたいと考える。
結 論
　歯槽膿漏症歯肉組織でAch　preincuba七ionによるChE
活性値に対する影響を検索した結果は以下の如くである。
　1）in　viVoで，酵素抽出過程における歯肉注射による
Acb　preincubation及びin　vitroにおける抽出された酵
素液に対するAch　preincubationの両者に阻害作用を認
め，この現象はpreincuba七ionのAch量に比例して現わ
れる。
　2）本組織のChEはtrypsin作用により83％が特異
的ChEであり残余の17％は非特異的ChEであろうと考
える。
　3）in　vivo，　in　Vitroにおいて示されたAch　preincu－
ba七ionによる阻害機構は加盛切産物のcholineを含め
て基質過剰によ’る阻害と見倣される。
　4）Ach歯肉注射療法はAchの薬理的作用と相倹って
ChEの酵素学的方面からも有望な治療法であるといえる。
　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和30．6．8受付）
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Summary
　　　　The’influenc．e　of　Acetylcholine（Ach）preincubation　upon　the　cholinesterase（ChE）
activity　of　alveolar　pyorrhea　gingivae　was　studied　and　the　inhibiting　mechanism　was
examined　against　the　previous　experimental　results　on　human　serum，　red　biood　cells　and
choline　resulting　frQm　hydrolysis．
　　　　The　re：sults　were　as　follows・　　　　　　　　　圏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ
　　　　1）Ach　preincubation　performed　in　vivo　by　intragingival　injection　of　Ach　solution
immediate正y　prior　to　the　ectomising　of　gingiv．al　tissue　for　e玄amination　or　performed
ill　vitro　by　addition　of　Ach　to　extracted　solution，　showed　an　inhibiting　effect　upon　the
extracted　emzyme　solution．　The　said　effect　is　proportional　to　the　amount　of　Ach　used
for　preincubatioh．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　、
　　　　2）Acピording　to　the　result　of　trypsin　treatment，　it　is　considered　that　83％of　the
ChE　in　gingival　tissue　is　true－ChE　and　the　remaining　17％’is　pseudo－ChE．
　　　　3）The　mechanism　of　this　inhibiting　action　is　suggested　to　be　due　to　an　excessively
high　concentraction　of　substrates，　containing　choline　produced　by　hydrolysis　of　Ach．
　　　　4）It　may　be　said　that　intragingival　injection　treatment　of　Ach　is　not　only　a　promi－
sing　method　of　medicinal　value　but　also　is　of　impQrtance　for　enzymological　reasons，　as
shown　in　the　present　experiment．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　（R．eceived　June　8，1955）
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